


要約:  神経管奇形に対する予防効果が示唆されている葉酸ならびに myo-inositol の作用

と発症予防のメカニズムを明らかにするため、高温によるマウスの誘発奇形モデルを用い

て実験を行なった。妊娠マウスに、妊娠 8.5 日に高温(43℃)を負荷すると高率に神経管奇

形が誘発される。これに対し、妊娠初期から葉酸を投与した群では、非投与対照群に比べ

て奇形胎児の頻度が減少し、両群の差は有意であった(P<0.05)。初期胚死亡率も葉酸投与

群で低下し、奇形胎児と初期死亡胚の合計頻度は、葉酸非投与対照群に比べて有意に高か

った(P<O.01)。このことから、葉酸が器官形成期における神経管奇形の発生と胚死亡を抑

制する作用をもつことが明らかになった。

　一方、同様に神経管奇形の予防作用があるとされる myo-inositol についても同様の検

討を行ったところ、奇形胎児の頻度が低下したものの、その差は有意ではなく、葉酸に比

ぺて myo-inositol の奇形抑制作用は弱いと判断された。


